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地方創生推進交付金対象事業に係る検証結果一覧

本事業における重要業績評価指標（KPI）
実績値を踏まえた取組の

今後について
担当課各取組名 事業概要

事業費
（円）

交付金充当額
（円）

事業名
指標

現状のKPI
参考値

（事業開始前）

木更津港を
活用した大
型外航ク

ルーズ船誘
致業務

　木更津港木更津南部地区木
更津ふ頭Ｇ・Ｈ岸壁における発
着港としての受入可能性の検
討や外航クルーズ船社への誘
致活動、２０２０東京オリンピッ
ク・パラリンピックを見据えたホ
テルシップ事業、フライ＆クルー

ズの検討を行いました。

14,987,700 7,493,850

クルーズシティ木更津プロジェクト
～東京湾の新たなクルーズ拠点を目指して～

内港周辺地
区都市公園
及び交流厚
生用地等検

討業務

産業振興課

木更津内港地区の公園等に進
出を希望するディベロッパー数
社を対象にヒアリングを行な

い、公園での公募設置管理制
度の活用を目的として、公募の
条件等の整理などを実施しまし

た。

15,000,000 7,500,000

ＫＰＩ① 観光入込
客数

観光振興課

　平成３０年度の取り組みについ
ては、誘致を目指している中国
（上海）からの大型外航クルーズ
船のロングクルーズが少なく、東
京湾では知名度に優る横浜港・
東京港に入港が集中しており、
海外からのクルーズ船は木更津
港には入港していないため、指
標値への効果が低い状況です。
　しかしながら、国内外の大型外
航クルーズ船社、旅行会社、船
舶代理店等への訪問などの誘
致活動を行ったことにより、船社
等との関係構築を図るとともに、
誘致実現に向けた取り組みを推
進することができました。
　また、２年連続の国内大型客
船「ぱしふぃっくびいなす」クルー
ズの実施により、（一社）日本外
航客船協会主催の「クルーズ・
オブ・ザ・イヤー2018 特別賞」を
受賞することができました。この
ことにより、木更津港の知名度
向上に寄与しました。

　平成３０年度実績値増加分の
２２７万人については、クルーズ
船の寄港によるものではなく、道
の駅「木更津うまくたの里」での
集客、「ちばアクアラインマラソ
ン」の開催が要因となっているも
のと考えられます。
　平成３０年度の取り組みについ
ては、誘致を目指している中国
（上海）からの大型外航クルーズ
船のロングクルーズが少なく、東
京湾では知名度に優る横浜港・
東京港に入港が集中しており、
まだ海外からのクルーズ船は木
更津港には入港していないた
め、指標値への効果は出ていま
せん。
　しかしながら、国内外の大型外
航クルーズ船社、旅行会社、船
舶代理店等への訪問などの誘
致活動を行ったことにより、船社
との関係構築を図るとともに、誘
致実現に向けた取り組みを推進
することができました。
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212 万人

事業・
取組の
継続

　木更津港への大型外航クルー
ズ船寄港や東京オリンピック競
技大会開催時の「ホテルシップ」
誘致実現に向け、これまでの国
内や中国（上海）事務所に加え、
欧米の本社を訪問しての誘致活
動や木更津港への招聘を継続
的かつ積極的に実施していきま
す。
　これらにより、クルーズ船の寄
港実現を目指します。
　また、クルーズ船寄港時に見
込まれる訪日旅客を円滑に迎え
られるよう、クルーズ船寄港時
のおもてなし組織作りを実施し、
本年９月に３年連続となる入港
が決定した客船「ぱしふぃっくび
いなす」でのおもてなしを実施い
たします。

ＫＰＩ② R2.3 014 隻
大型クルー
ズ船の寄
港数

事業・
取組の
継続

　木更津港への大型外航クルー
ズ船寄港や東京オリンピック競
技大会開催時の「ホテルシップ」
誘致実現に向け、継続的かつ積
極的な誘致活動や招聘を実施し
ていきます。
　また、クルーズ船寄港時に見
込まれる訪日旅客による観光入
込客数の増加を目指すため、市
内観光施設（三井アウトレット
パーク木更津・イオンモール木
更津・龍宮城スパホテル三日月
等）や体験型施設（ブルーベリー
摘み・すだて等）のＰＲ活動を
行っていきます。

R2.3 1,793 2,020
276

ＫＰＩ③

訪日クルー
ズ旅客によ
る推計消

費額

2,224,000 千円 R2.3 0

　木更津港への大型外航クルー
ズ船寄港が実現した際のクルー
ズ旅客の受入窓口となる内港周
辺地区の海辺の公園等に、民間
事業者の集客施設整備をするこ
とで、訪日クルーズ旅客受入に
よる消費が見込めるため、昨年
度のヒアリング結果を元に、公
募の条件を策定し、募集提案の
選定に繋げていきます。

0
0

　大型外航クルーズ船誘致を目
指している木更津港公共ふ頭
Ｇ・Ｈ岸壁及び木更津駅からも近
接している内港地区は、市民に
とって身近な親水空間となって
おります。
　内港地区に訪日クルーズ旅客
を誘導し、本市の地域資源であ
るこの「みなと」の魅力を体感で
きる回遊性のある港湾空間の形
成を図ることで、観光客の消費
を促すための拠点の整備を行い
ます。そのために、拠点となる内
港周辺地区の公園等に進出を
希望するディベロッパー３社よ
り、事業者施設の進出計画や公
共空間の整備の方向性等をヒア
リングにより把握できたことによ
り、公募の条件等の整理を実施
できました。

事業・
取組の
継続
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ＫＰＩ②

大規模集
客施設を
除く年間観
光入込客
数

74,000 人地点 R2.3 987,000
2,774,354
2,730,172

　道の駅うまくたの里のオープン
や潮干狩り開催日が祝休日と重
なったことなどが影響し、前年度
実績よりも844,000人も多くの入
込がありました。
　サイクルツーリズムの推進や
ブルーベリーを活用した「食」の
魅力を発信したことにより里山
地区の地域価値が高まってお
り、沿岸部の来訪者を内陸部へ
回遊させる目的はおおむね達成
できていると考えます。

事業・
取組の
継続

　引き続きＲＥＳＡＳを活用した
マーケティング分析の動向を踏
まえ、観光マーケティング視点で
地域資源の見直しや情報発信
手法の磨き上げを行うとともに、
沿岸部のみを目的として本市を
訪れる来訪者を内陸部へ回遊さ
せるための観光商品作りに取り
組みます。
　また、千葉大学との連携によ
る里海・里山地区のサイクル
マップ作成を通じてブルーグリー
ンツーリズムを促進していくこと
で、観光地の更なるブランディン
グ向上を図ります。

ＫＰＩ③ 人口の社
会増

289 人 R2.3 732 612
-120

　木更津版ＤＭＯのキックオフイ
ベントを東京丸の内KITTEで開
催し、本市が推進するオーガ
ニックなまちづくりの取り組みを
含めた本市優位性のトップセー
ルスを対外的に行いました。ま
た、市内体験型プランを造成す
る中で、地域住民との交流の場
を創出しました。
　本格始動１年目であり実績に
結びつくことはできていません
が、上記取り組みを継続的に推
進します。

事業・
取組の
継続

　引き続き、大学との連携により
木更津ならではの立地や風土、
体験や地域住民との交流を取り
入れた地域づくり型体験・観光・
周遊コンテンツを造成します。
　その中で、地域の優れた技と
人が輝く場を提供し、木更津に
住みたい、住み続けたいと思う
意欲の醸成に繋げていきます。
　また、東京湾アクアラインを利
用した都会からのアクセス性を、
観光商談会やイベント等で積極
的にＰＲします。

事業費
（円）

交付金充当額
（円）

本事業における重要業績評価指標（KPI） 現状のKPI
参考値

（事業開始前）

実績値を踏まえた取組の
今後について

地方創生推進交付金対象事業に係る検証結果一覧
（各取組の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

事業名 各取組名 担当課 事業概要

　平成３０年度につきましては着
地型観光事業を推進していくた
めに、地域事業者や住民向けの
参加型セミナーである「観光経
営塾」の開催を通じて、おもてな
し醸成を図るとともに、里海・里
山の自然を活用した市内体験型
プランの造成に取り組みました。
その中で観光経営塾のワーク
ショップを経て、事業者とのコラ
ボレーションによる商品開発が
実現しました。

事業・
取組の
継続

　継続的なマーケティング分析
や関係者との意見交換、モニ
ターツアー等を通じて、本市に対
する観光需要や課題等を抽出
し、市内外問わず多くの方に本
市の魅力が伝わるような観光商
品づくりに取り組みます。
　また、食・歴史文化・インバウ
ンドの各部会を木更津版ＤＭＯ
内に設立し、事業者間が連携し
ながら商品開発等を通じたプロ
モーション活動を展開していくこ
とで新たな旅行者受入を図りま
す。

指標

人 R2.3 0
530
530

ＫＰＩ①

着地型観
光商品の
開発による
旅行受入
者数

1,250

14,614,500「里海」×「里山」×「街なか」資源の相
互連携による地域活性化プロジェクト

観光振興課
木更津版Ｄ
ＭＯ運営業

務

　「木更津版ＤＭＯ」となった（一
社）木更津市観光協会に対し
て、マーケティング調査やその
他運営にかかる費用に充てる
ための補助金を交付いたしまし

た。

32,246,000
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